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Abstract
   The aim of this study was to investigate the effects of long-term exer-
cise training and detraining on executive function.
   Totally, 48 male college students were classified into one of three 
groups: those who were control, training, and detraining groups. The 
participants completed a simple reaction time （SRT） and modified 
flanker tasks.
   There were no significant differences among the groups with respect 
to the performances on the SRT task. On the other hand, the training and 
detraining groups made faster responses on the flanker task than the con-
trol group, regardless of the stimulus congruency levels. These findings 
suggest that the positive effects of long-term exercise training were ob-
served in the cognitive function involved in executive control, such as 
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al., 2013）や野球（Nakamoto & Mori, 2008b; Yamashiro et al., 2015; Yamashiro 







制機能が優れていることを報告した。Wang et al.（2013）も stop-signal 課
題を用い、テニス競技者が競泳競技者に比べて抑制機能に優れていること
を報告した。これらの研究では、“抑制”の中でも反応動作に関わる機能

















Alves et al., 2013; Iwadate et al., 2005; Kida et al., 2005; Magnié et al., 2000; Na-
kamoto & Mori, 2008a; Nakamoto & Mori, 2008b; Polich & Lardon, 1997; Wang 





























　参加者は SRT 課題とフランカー課題をそれぞれ行った。SRT 課題とフ
ランカー課題の実施順序は、参加者間でランダムに行った。いずれの課題












　年齢（歳） 　20.4±1.0 　20.4±1.1 　20.4±1.1
　身長（cm） 172.5±4.0 175.0±4.8 173.6±5.1
　体重（kg） 　63.4±7.3 　69.5±8.0 　65.9±8.9
　BMI（kg/m2） 　21.3±2.0 　22.6±1.6 　21.8±1.9
　競技歴（年） 　　1.3±1.5 　12.1±1.4 　10.9±1.0
　脱トレーニング期間（年） ― ― 　　1.4±0.5
　平均±標準偏差
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　SRT 課題における正反応率は、非競技者群 99.7±0.9％、競技者群 100
±0％、脱トレーニング群 99.8±0.6％であった。正反応率に関して群の繰
り返しのない一元配置 ANOVA を行った結果、主効果は認められなかった。
　RT については、非競技者群 224.5±18.0 ms、競技者群 212.8±22.7 ms、







試行の 2 要因による混合型 ANOVA を行った結果、試行［F （1, 45） ＝ 
68.98, p ＜ 0.01］にのみ主効果が認められた。試行について対応のある t
検定を行った結果、不一致試行の正反応率は一致試行に比べて有意に低か
った［t （1, 47） ＝ 8.39, p ＜ 0.01］。なお、群と試行の交互作用は認められ
なかった。
　各群におけるフランカー課題の一致試行及び不一致試行の RT は図 1 に
示した。一致試行の RT は、非競技者群 325.4±21.6 ms、競技者群 294.4
±18.8 ms、脱トレーニング群 298.6±17.6 ms であった。不一致試行にお
ける RT は、非競技者群 380.6±24.1 ms、競技者群 348.0±21.0 ms、脱ト
レーニング群 351.3±20.5 ms であった。RT に関して群と試行の 2 要因に
よる混合型 ANOVA を行った結果、群［F （1, 45） ＝ 11.68, p ＜ 0.01］と試
行［F （1, 45） ＝ 2379.68, p ＜ 0.01］に主効果が認められた。一致試行にお
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いて、群の多重比較を行った結果、競技者群及び脱トレーニング群の RT
は非競技者群に比べて有意に短かった（p ＜ 0.01, p ＝ 0.01）。不一致試行に
おいても群の多重比較を行った結果、競技者群及び脱トレーニング群の
RT は非競技者群に比べて有意に短かった（p ＜ 0.01, p ＝ 0.01）。また、試
行について対応のある t 検定を行った結果、不一致試行の RT は一致試行












　SRT 課題においては、正反応率と RT いずれも群間に有意差が認めら
れなかった。Kida et al.（2005）は、野球競技者とテニス競技者、非競技
者を対象に SRT 課題を行った結果、いずれの群においても RT に違いが




課題の RT に差がみられないが（Nakamoto & Mori, 2008a）、スポーツ競技
者（野球競技者とバスケットボール競技者）と非競技者間においては、スポ
ーツ競技者の RT の方が非競技者に比べて短いことが報告されている（Na-
























上させることは、脳の可塑性を高めて機能的（Kamijo et al., 2015）、形態的










機能を担う前頭前野（Miller & Cohen, 2001）との線維連絡を有し、この線
維連絡は“抑制”を含む実行機能と関連していることが示唆されている
（Liston et al., 2006; Vink et al., 2014）。また、背側線条体はフランカー課題
の遂行に必要な反応の準備・開始・抑制・切り替えに重要な役割を果たし
















によって実行機能は低下することを報告した。また Coelho et al.（2017）は、

















く質である（Mowla et al., 2001）。動物研究においては、運動トレーニング
によって海馬を中心に BDNF が発現し、神経新生が起こることが示され




ことが報告されている（Erickson et al., 2011）。つまり、運動トレーニング
による脳機能の向上には BDNF が重要な役割を担っているものと考えら
れる。
　動物実験において、Radak et al.（2006）は 8 週間の水泳トレーニング後
に BDNF の増加を観察したが、6 週間の脱トレーニングによって、BDNF
はトレーニング前よりも有意に減少したことを報告した。Kim et 
al.（2013）も 8 週間の水泳トレーニング後に空間記憶課題のパフォーマン
スの向上と BDNF の増加を観察したが、4 週間の脱トレーニングによって、
空間記憶課題のパフォーマンスも BDNF の発現量も低下したことを示した。




　一方、Nofuji et al.（2008）は 3 年以上運動トレーニングを継続している
競技者と非競技者を対象に、長期運動トレーニングと血中 BDNF 濃度と
の関係について調査した。その結果、競技者の血中 BDNF 濃度は非競技
者に比べて有意に低いこと、また血中 BDNF 濃度と 1 日の総エネルギー
消費量、運動によるエネルギー消費量、歩数との間に負の相関関係が認め
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